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「
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
目
指
す
　
登
山
家
西
川
史
晃
さ
ん

　

鈴
木
さ
ん
は

早
稲
田
大
学
中

世
文
学
研
究
会

で
高
井
前
住
職

の
２
学
年
後

輩
。
中
学
生
の

時
、『
平
家
物

語
』
の
文
章
が

持
つ
リ
ズ
ム
感

に
魅
力
を
感

じ
、
興
味
を
持

ち
始
め
た
。
そ

の
ま
ま
古
典
文

学
の
世
界
に
入

り
、
高
校
で
教

鞭
を
と
っ
た

後
、
新
潟
大
学

で
日
本
古
典
文
学
を
専
攻

し
、
研
究
を
続
け
た
。

　
「
祇
園
精
舎
乃
鐘
の
聲

―
―
」
の
書
き
出
し
が
有

名
な
『
平
家
物
語
』。
平

家
の
栄
枯
盛
衰
を
琵
琶
法

師
が
語
り
書
物
に
収
め
た

も
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
成

立
し
た
軍
記
物
語
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
出
会
っ

た
の
が
、
平
家
物
語
の
全

編
12
巻
を
琵
琶
で
語
り
終

え
る
「
一
部
平
家
」
を
達

成
し
て
い
る
橋
本
敏
江
さ

ん
。
平
家
物
語
を
よ
り
深

く
知
る
た
め
に
橋
本
さ
ん

に
師
事
。
２
０
１
５
年
か

ら
は
「
一
部
平
家
」
の
大

業
に
挑
ん
で
い
る
。

　

こ
の
日
は
「
祇
園
精

舎
」、「
奈
須
与
一
」
な
ど

の
一
部
を
披
露
。
平
家
琵

琶
の
生
き
た
語
り
を
堂
内

に
響
か
せ
た
。

　

高
井
和
正
住
職
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
仏
教
講
座
は
「
江

戸
幕
府
と
檀
家
制
度
」
が

テ
ー
マ
。
江
戸
幕
府
が
キ

リ
ス
ト
教
禁
止
で
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を

外
交
的
に
牽
制
し
、
寺
請

制
度
、
宗
門
人
別
改
帖
な

ど
の
制
度
を
通
し
日
本
の

現
状
を
把
握
し
、
幕
府
の

安
定
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

※
「
如
是
我
聞
」
で
は

土
曜
講
座
を
連
載
で
レ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　

市
長
失
職
に
伴
う
あ
き

る
野
市
長
選
が
９
月
４
日

投
開
票
さ
れ
る
。
審
判
を

待
つ
の
は
前
職
で
無
所

あ
き
る
野
市
長
選
　
4
日
投
開
票

属
の
村
木
英
幸
氏
（
65
）

と
、
い
ず
れ
も
新
人
で
共

産
公
認
の
党
西
多
摩
・
青

梅
地
区
委
員
長
の
数
野
一

氏
（
74
）、
無
所
属
で
元

市
議
会
議
長
の
中
嶋
博
幸

氏
（
55
）
＝
自
民
、
公
明

推
薦
＝
、
無
所
属
で
建
築

設
計
事
務
所
社
長
の
木
下

優
氏
（
73
）
の
４
人
。
市

政
混
乱
の
出
直
し
選
挙
だ

が
、
大
き
な
争
点
や
政
策

に
新
し
さ
は
な
く
、
選
挙

疲
れ
も
あ
っ
て
市
民
の
関

心
は
低
調
。
組
織
力
で
圧

倒
す
る
中
嶋
氏
が
優
勢

だ
。
８
月
27
日
現
在
の
選

挙
人
名
簿
登
録
者
数
は

６
万
７
３
３
２
人
。

　

各
候
補
は
少
子
高
齢
化

施
策
や
自
然
環
境
を
生
か

し
た
観
光
の
活
性
化
策
を

訴
え
る
が
、
真
新
し
い
も

の
は
な
く
、大
差
も
な
い
。

違
い
を
挙
げ
れ
ば
、
中
嶋

氏
が
、
所
得
制
限
な
し
で

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
な
ど
子
育
て
支
援
に
力

点
を
置
く
の
に
対
し
、
村

木
氏
は
老
人
介
護
施
設
の

建
設
推
進
な
ど
で
高
齢
者

対
策
に
傾
い
て
い
る
。

　

事
前
収
録
で
８
月
27
日

に
動
画
サ
イ
ト
で
配
信
さ

れ
た
あ
き
る
野
青
年
会
議

所
主
催
の
公
開
討
論
会
で

は
、
中
嶋
氏
が
子
育
て
支

援
の
充
実
や
起
業
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
消
費
が

活
発
な
生
産
年
齢
人
口
を

増
や
し
地
元
消
費
を
盛
り

上
げ
る
と
し
た
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
の
収
束
を
見
据
え
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
力
を
入

れ
た
い
な
ど
と
訴
え
た
。

一
方
、
村
木
氏
は
建
設
さ

れ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
新
規
就
農
者
や
障
が
い

者
が
育
て
た
食
材
を
利
用

す
る
農
複
連
携
や
固
定
資

産
税
を
軽
減
し
観
光
地
の

駐
車
場
整
備
を
進
め
る
な

ど
と
し
た
。

　

た
だ
、
市
場
経
済
の
下

で
傾
向
を
強
め
る
イ
ン
フ

レ
や
加
速
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
戦
略
へ
の

対
応
な
ど
に
は
触
れ
ず
、

先
見
性
に
物
足
り
な
さ
を

感
じ
た
ほ
か
、
原
稿
を
読

み
な
が
ら
の
発
表
に
は
市

長
候
補
と
し
て
は
い
さ
さ

か
不
満
を
残
し
た
。

　

敗
戦
処
理
候
補
と
揶
揄

す
る
声
も
あ
る
数
野
氏
は

国
政
で
の
党
の
主
張
を
ひ

た
す
ら
披
露
。
収
録
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
木
下
氏

は
市
政
の
混
乱
や
保
守
系

候
補
者
選
び
に
疑
問
を
呈

し
、
立
候
補
し
た
。　

　

羽
村
市
川
崎
の
宗
禅
寺

で
８
月
20
日
、
土
曜
講
座

が
開
か
れ
、
登
山
家
西
川

史
晃
さ
ん
（
40
）
が
、
登

山
を
始
め
た
経
緯
や
登
頂

ま
で
の
苦
労
を
語
り
、
世

界
７
大
陸
の
最
高
峰
を
登

る
「
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

達
成
や
夢
に
向
か
っ
て
歩

む
人
の
支
援
な
ど
に
意
欲

を
示
し
た
。

　

西
川
さ
ん
は
静
岡
市
な

ど
を
拠
点
に
国
内
外
の
山

に
登
り
続
け
る
ほ
か
、
登

山
を
通
し
て
人
と
自
然
を

つ
な
げ
る
活
動
、
出
版
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
を
通

し
て
好
き
な
こ
と
で
生
き

て
い
く
人
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
５
月

に
は
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ

ス
ト（
標
高
８
８
４
８
㍍
）

の
登
頂
に
成
功
。
鎌
倉
で

活
動
し
て
い
た
時
に
建
長

寺
の
宗
務
総
長
を
務
め
て

い
た
宗
禅
寺
の

高
井
正
俊
前
住

職
と
親
交
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら

こ
の
日
の
講
師

を
務
め
た
。

　

西
川
さ
ん
は

仕
事
関
係
に
悩

み
、
失
恋
で
落

ち
込
ん
だ
30
歳

の
時
に
筑
波
山

に
登
り
、
山
頂

か
ら
の
美
し
い

風
景
に
魅
せ
ら

れ
登
山
を
始

め
た
。
日
本

１
０
０
名
山
を

登
る
中
、
北
ア

ル
プ
ス
の
最
奥

部
、
最
後
の
秘

境
と
言
わ
れ
る

雲
ノ
平
を
踏
破
。「
行
こ

う
と
思
っ
た
ら
行
け
る
」

と
の
確
信
を
得
た
。

　

５
年
前
に
会
社
員
か
ら

登
山
家
に
転
身
。
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
を
含
め
セ
ブ
ン

サ
ミ
ッ
ト
を
目
標
に
し

た
。
登
山
の
魅
力
に
つ
い

て
「
技
術
や
体
力
な
ど
、

自
分
に
足
り
な
い
部
分
を

埋
め
た
ら
必
ず
成
功
体
験

が
味
わ
え
る
。
徐
々
に
自

信
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

如是我聞
宗禅寺土曜講座聴聞記④

　

来
年
以
降
、
セ
ブ
ン
サ

ミ
ッ
ト
達
成
に
向
け
て
南

極
と
北
米
の
最
高
峰
に
挑

戦
す
る
。「
エ
ベ
レ
ス
ト

を
目
標
に
掲
げ
て
か
ら

２
４
６
８
日
。
目
標
を
口

に
出
し
続
け
、
成
功
で
き

た
こ
と
に
価
値
が
あ
っ

た
。
夢
を
持
つ
こ
と
で
、

夢
を
か
な
え
る
自
分
に
な

れ
た
」
と
声
に
力
を
込
め

た
。

　

講
座
は
月
に
１
度
開
か

れ
、
69
回
を
数
え
る
。
地

域
住
民
ら
40
人
ほ
ど
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
　
　
　

■

　

講
演
に
次
い
で
新
潟
大

学
名
誉
教
授
の
鈴
木
孝
庸

さ
ん
が
「
よ
み
が
え
る
平

曲
・
平
家
琵
琶
実
演
」
と

題
し
、
平
家
琵
琶
の
奥
深

さ
を
伝
え
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功

き
た
」
と
語
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
キ
リ
マ

ン
ジ
ャ
ロ
を
皮
切
り
に
、

７
０
０
０
㍍
近
い
南
米
の

ア
コ
ン
カ
グ
ア
な
ど
４
大

陸
の
最
高
峰
を
制
覇
し
て

実
績
を
重
ね
、
５
つ
目
の

最
高
峰
と
な
る
ア
ジ
ア

大
陸
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を

夢を持ち続け叶える　夢を追う人の支援事業も展開

の
氷
壁
な
ど
の
困
難
の
ほ

か
、
胃
腸
炎
や
熱
中
症
、

低
酸
素
血
症
な
ど
を
乗
り

越
え
、登
頂
に
成
功
し
た
。

「
山
頂
付
近
で
は
酸
素
が

３
分
の
１
と
薄
く
、
10
歩

歩
い
て
は
休
む
な
ど
、
体

力
的
に
本
当
に
厳
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

目
指
し
て
４
月
に
出
国
。

８
０
０
０
㍍
超
の
高
度
に

身
体
を
順
応
さ
せ
る
た
め

の
苦
し
い
訓
練
を
経
て
、

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
、
隠
れ

ク
レ
パ
ス
、
１
１
０
０
㍍

平家琵琶実演　鈴木孝庸さん

平家琵琶の生きた語りを披露

全編 12巻語る「一部平家」に挑む

福祉政策　村木氏  高齢者、中嶋氏 子育て世代に力点

組織力で中嶋氏優勢

「行こうと思ったら行ける」と西川さん

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―長月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

  第 70回土曜講座（お茶代 300 円）　９月 17 日 13 時～ 16 時　
　　　〇仏教講座・日本仏教史「隠元隆碕と黄檗宗」　　  
　　　〇「狭山茶のこと　いろいろ」　　　埼玉県茶業研究所職員
　　　〇「水族館劇場の公演を行って」　　劇団水族館劇場棟梁　秋浜 立さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生無料。予約不要。檀信徒以外の方の参加大歓迎。

りあるてらこや 9月 10 日 ( 土 ) 午前９時～ 12時　
主催はらいむぎハウス。子供たちの居場所作りをしてくれています。勉強したり、
一緒に遊んだり、一緒に食事を作ったりと、たくさんのボランティアの方々が慈しみ
の眼で子供たちを見守って下さいます。無料です。


